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る o その中には，安定性を初めとして，制御系の性能指標として有効なものが多く含まれるo したがって，閉ループ
系に対するある LMI 条件によって設計仕様を記述し，その LMI 条件を満たす補償器を求める問題群 (LMI シンセ
シス問題)は，制御系設計問題を定式化する上で一つの重要な枠組みとなる D





題， LQ 最適問題，極の存在領域の指定など，従来より扱われてきた設計問題の多くが含まれる o さらに，上記の設




して， LMI で記述される，より広いクラスの設計問題に対する解法を与える o
また，ディスクリプタ形式に基づいてより広いクラスの制御対象(例えば微分要素を含むもの)を扱うことを考え









まず H 無限大ノルム， H 2 ノルム，極の存在領域などの代表的な制御性能を含むある LMI のクラスの構造的特徴







る。その結果， このようなシステムに対する二次安定化問題および H 無限大制御問題の新たな解法を与えている。
ディスクリプタ形式は状態方程式で表現されるより広いクラスのシステムを記述する方法の一つであり，制御対象の
パラメータ変動を状態方程式より忠実に表現できることから， この表現を用いた制御理論の開発は今後重要性を増し
てくると思われる。
以上のように，本論文は理論的貢献のみならず，より実用的な制御理論をめざしてそのひとつの方向性を与えるも
のとしてその貢献は大であり，博士(工学)の学位論文として価値あるものと認める O
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